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新
年

の
御
挨

教
育
長
村

明
け
ま
し
て
お
芽
出
度
う
ご
塾

醤
難
籔
羅
嚢

風
と
次
ぎ
次
ぎ
と
県
下
に
多
大
な
る

損
害
を
与
え
ま
し
た
が
、
幸
い
に
我

が
中
里
村
に
は
大
し
た
被
害
も
な
く

め
で
度
越
年
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

村
民
の
皆
様
と
共
に
喜
び
に
た
え
な

い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
村
当
局
並
び
に
村
議
会
御
指
導
の

も
と
村
民
各
位
の
深
い
御
理
解
と
御

支
換
と
に
よ
り
ま
し
て
施
設
設
備
の

面
に
於
い
て
も
、
ま
た
教
育
内
容
の

面
に
於
い
て
も
遂
次
整
備
充
実
の
度

を
加
え
つ
＼
あ
る
は
誠
に
感
謝
に
堪

え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
御
承
知
の
如
く
義
務
教
育
は
、
義

　
　
　
　
馳
璽
冨
置
■
醍
■
『
価
■
置
』
垂
■
『

正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
正
月
は
楽
し

い
。
朝
は
雑
煮
。
夜
は
酒
微
量
。
み

ん
な
好
き
だ
。
雅
友
の
来
訪
に
事
よ

せ
て
昼
間
飲
ん
で
も
公
明
正
大
の
よ

う
で
、
何
と
な
く
申
し
訳
無
く
な

い
。
一
休
和
尚
は
正
月
を
冥
途
へ
の

一
里
塚
と
言
っ
て
余
り
目
出
た
が
ら

す
、
鴨
長
明
は
厭
世
思
想
で
、
「
ゆ

く
川
の
水
の
よ
う
に
人
の
命
も
去
っ

て
帰
ら
ぬ
」
と
正
月
か
ら
く
ど
き
始

　
　
　
　
拶

　
　
　
山
　
軍
英

務
教
育
国
庫
負
担
法
に
う
た
わ
れ
て
．

い
る
よ
う
に
、
そ
の
す
べ
て
を
国
ま

た
は
村
が
負
担
す
る
よ
う
義
務
づ
け

ら
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
法
に
よ
る

完
全
教
育
課
程
の
実
施
に
要
す
る
校

舎
の
整
備
に
つ
い
て
も
教
育
内
容
に

つ
い
て
も
現
段
階
に
関
す
る
限
0
、

㎝
国
の
財
政
的
裏
付
も
完
全
で
な
く
、

村
の
財
源
に
も
又
限
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
内
容
充
実
の
た
め
に
は

一
多
分
に
各
学
区
を
通
じ
P
T
A
の
御

協
力
に
侯
っ
て
い
る
実
情
に
ご
ざ
い

ま
す
。
尚
、
御
参
考
ま
で
に
新
年
度

以
降
必
す
実
現
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
主
な
事
業
を
申
上
げ
れ
ぱ
、
田
沢

中
学
校
屋
体
の
建
設
を
初
め
、
倉
俣

中
学
校
寄
宿
舎
の
新
築
、
田
沢
中
学

校
寄
宿
舎
の
増
工
事
、
学
級
増
し
に

の
夢

　
　
藤
　
　
牧
　
　
堂

め
た
も
の
だ
が
、
近
代
人
は
こ
ん
な

感
覚
で
は
い
け
な
い
。
矢
張
り
今
年

は
何
か
よ
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と

期
待
し
た
り
、
今
年
こ
そ
此
の
仕
事

を
や
り
ぬ
こ
う
と
　
ぷ
し
た
り
す
る

一
方
が
よ
い
と
思
う
．
親
の
す
ね
か
じ

り
の
子
供
ら
が
、
ビ
チ
ビ
チ
ど
心
を

は
す
ま
せ
て
い
る
の
に
、
独
立
自
尊

の
お
と
な
は
酒
の
元
気
で
天
馬
空
を

行
く
よ
う
な
大
計
画
を
た
て
な
が
ら

よ
る
清
津
峡
小
学
校
の
増
築
工
事
、

ゼ
　
に
　
さ
れ
た
か
ヤ
　
　
　
の
め
が

鹸
睡
錐
難
塵

家
庭
科
の
実
施
に
伴
う
特
別
教
室
の

整
備
、
倉
俣
小
、
中
校
長
住
宅
、
別

に
貝
野
小
、
中
学
校
に
あ
っ
て
同
様

の
ぬ
　
が
　
ま
れ
る
　
で
あ
っ
て
ヤ

縁
影
籠
籍
墾
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
民
各
位
の
た
ゆ
み
な
い
御
協
力
に
一

侯
た
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ゼ
藻
に
つ
い
て
監

す
る
社
会
惰
勢
と
共
に
ま
す
ま
す
こ

れ
が
重
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
青
少
年
■

教
育
は
も
と
よ
り
婦
人
成
人
各
層
か

ら
自
発
的
な
教
育
活
動
参
加
を
期
待

し
、
そ
の
た
め
必
要
な
諸
条
件
を
整

え
て
推
進
に
努
め
た
い
と
お
も
っ
て

お
り
ま
す
。
社
会
教
育
は
つ
ま
り
人

　
問
づ
く
り
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り

餅
の
よ
う
に
粘
り
強
く
進
む
の
で
な

ん
だ
時
、
「
若
い
頃
は
一
年
に
三
万

　
ペ
ー
ジ
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
教

　
え
ら
れ
て
、
五
年
ば
か
り
や
っ
て
み

　
た
が
、
あ
の
頃
の
勉
強
が
今
で
も
役

　
立
つ
。
し
か
し
、
も
う
「
読
ま
ね
ば

　
な
ら
ぬ
」
年
頃
で
も
な
く
な
っ
た
。

　
今
年
は
余
暇
を
充
分
に
生
か
し
て
好

　
き
な
本
を
無
理
な
く
読
も
う
と
思

　
う
。
家
も
持
た
な
い
の
に
盆
栽
の
横
．

　
　
き
で
　
ホ
を
　
べ
て
ぽ
　
し
て
い

　
る
が
　
　
に
な
る
　
　
　
の
　
　
が

　
ヤ け

難
餉
霧
麺

ノ
，

ま
す
が
、
公
民
舘
社
会
教
育
諸
事
業

を
通
じ
て
こ
の
高
遭
な
る
目
標
に
到

達
す
べ
く
、
ま
す
活
動
組
織
の
充
実

等
社
会
教
育
の
組
織
化
に
意
を
注
ぎ

各
種
学
級
並
び
に
講
座
、
社
教
団
体

活
動
の
振
興
に
重
点
を
翁
い
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
舷
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
り

村
教
育
委
員
会
は
管
内
各
学
校
、
諸

団
体
と
協
力
一
致
、
村
民
の
要
望
に

こ
た
え
る
べ
く
精
進
い
た
し
ま
す
こ

と
を
御
．
搭
し
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

謹
▽収助村
総入
務役
係　役長

賀中
高
橋

滝
沢

新里
村

　　　義　左紀貞徳　三喜衛謙幸
子一一稔郎重門治作

無
い
か
ら
、
こ
の
辺
で
焦
点
を
絞
っ

て
み
よ
う
と
思
う
。
伊
能
忠
敬
の
地

理
学
は
五
十
四
才
か
ら
姶
め
た
の
だ

か
ら
、
私
だ
っ
て
、
今
か
ら
で
も
遅

く
な
い
。
牧
野
冨
太
郎
先
生
の
植
物

学
は
独
学
で
あ
れ
だ
け
の
権
威
を
成

し
た
。
私
の
は
常
識
的
植
物
学
で

あ
り
、
．
盆
栽
用
植
物
学
の
程
度
で
満

足
だ
。

　
こ
の
美
し
い
中
里
の
山
野
を
、
草

－
木
の
生
命
の
神
秘
に
多
少
の
知
識
を

持
ち
つ
＼
歩
い
た
ら
正
月
の
夢
は
私

の
人
生
に
破
天
荒
の
開
眼
に
な
る
こ

と
と
思
う
の
で
あ
る
。

役年
場

（
文
書
、
住
民
相
談
、
人
事
、
条

例
、
財
務
、
議
会
、
選
挙
、
タ
イ

プ
、
ジ
ー
プ
、
消
防
、
そ
の
他
庶

務
）

▽
税
務
係
（
税
務
）
山
田

　
　
　
　
　
　
　
南
雲

　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥

　
　
　
　
（
地
籍
）
高
橋

正直ヨ孝正
巳嗣リ敏平

　
（
村
税
賦
課
、
徴
収
、
納
税
組
合
、

　
固
定
資
産
評
価
番
査
委
員
会
、
産

　
業
育
成
資
金
、
そ
の
他
税
に
関
す

　
る
事
務
、
土
地
台
帳
、
家
屋
台

　
．
帳
、
同
名
寄
帳
、
そ
の
他
土
地
に

一
関
す
る
事
務
）

｝
▽
会
計
係
　
　
　
　
鈴
木
　
　
敏
雄

一
　
　
　
　
上
原
千
代
乃

一
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
か
つ

　
　
（
現
金
出
納
、
物
品
出
納
、
決
算

　
そ
の
他
会
計
事
務
）

一ラ
　
　
　

一｝

井
ノ
川
友
一

井
ノ
川
　
博

鈴
木
　
善
雄

井
ノ
川
誉
郎

（
生
活
保
護
、
民
生
委
員
会
、
民

生
団
体
、
国
民
年
金
、
保
育
所
、

職
業
、
復
員
、
引
揚
、
未
帰
還
者

そ
の
他
福
祉
事
務
）

▽
保
健
衛
生
係
　
　
小
柳

　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
大
島

　
　
　
　
　
　
　
江
口

　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
村
山

　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥

　
　
　
　
　
　
　
樋
熊

　
　
　
（
診
療
所
）
肥
後

　
　
　
　
　
　
　
山
崎

　
　
　
　
　
　
　
吉
楽

　
　
　
　
　
　
　
樋
口

　
課
、
保
健
指
導

定
夫

信
治

　
巌

ツ
ヤ

も
と

し
づ
な

ミ
サ
オ

ヨ
リ
ヰ

順
子

安
宏

　
一
夫

　
フ
サ

文
子

　
（
国
民
健
康
保
健
給
付
及
び
税
賦

　
　
　
　
　
　
　
伝
染
病
、
予
防

接
種
、
結
核
予
防
、
環
境
衛
生
、

栄
養
指
導
、
そ
の
他
保
健
衛
生
事

務
）

▽
戸
籍
、
住
民
登
録
係
清
滝
万
重
郎

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
正
己

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
秀
子

　
（
戸
籍
、
印
鑑
、
埋
火
葬
認
可
、

　
住
民
登
録
、
人
口
動
態
、
主
要
食

　
糧
割
当
配
給
、
そ
の
他
戸
籍
住
民

　
登
録
関
係
事
務
）

▽
産
業
経
済
係
　
　
高
橋
　
　
文
平

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
定
敏

　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
福
一

　
（
農
畜
産
業
振
興
指
導
、
農
業
土

　
木
、
商
工
業
振
興
奨
励
、
林
務
、

　
度
量
衡
、
地
代
家
賃
、
そ
の
他
産

業
経
済
事
務
）

▽
農
業
委
員
会
　
　
服
部
　
　
輝
雄

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
栄
久

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
寛
巳

　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
進
一

　
（
農
地
利
用
関
係
、
自
作
農
創
設

維
持
、
農
地
交
換
、
国
土
地
籍
調

査
、
そ
の
他
農
業
委
員
会
関
係
事

務
）

▽
土
木
係
　
　
　
鈴
木
　
　
与
八

　
　
　
　
　
　
　
斉
喜
　
正
孝

　
（
道
路
、
橋
架
、
河
川
、
建
築
、

　
水
道
工
事
、
観
光
そ
の
他
土
木
関

係
事
務
）

▽
教
育
委
員
会
　
　
上
原
　
　
隆
平

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
カ
ツ
、
・
、

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
型

　
（
学
校
等
教
育
機
関
設
置
管
理
廃

　
止
統
合
、
教
育
財
産
管
理
、
育
英

　
事
業
、
学
校
教
職
員
任
免
異
動
事

　
務
、
学
令
児
童
生
徒
就
入
学
転
学

　
調
査
統
計
、
社
会
教
育
公
民
舘
、

　
そ
の
他
教
育
委
員
会
関
係
事
務
）

▽
貝
野
支
所
　
　
　
阿
部
　
　
安
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
慎
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
千
代
子

　
　
（
戸
籍
住
民
登
録
、
印
鑑
、
埋
火

　
葬
認
可
、
学
校
組
合
、
出
納
事
務

　
の
一
部
）

▽
倉
俣
支
所
　
　
　
鈴
木
　
　
惣
勝

　
　
（
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
、
埋

　
火
葬
認
可
）

▽
電
話
交
換
　
　
　
渡
辺
　
　
ハ
マ

▽
役
場
庁
務
員
　
　
斉
藤
　
　
幸
治

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
俗
太
郎

公
　
　
民
　
　
舘

蠣
．
欝
員
大
詳
孝
平
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年
頭
の

　
　
　
　
村
長
古
同

挨
拶

橋
　
幸
作

　
．
不
肖
私
は
第
二
期
目
の
村
政
担
当

者
と
し
て
、
既
報
の
よ
う
な
数
多
の

難
．
題
や
難
事
業
と
取
り
組
み
、
こ
れ

　
一
九
六
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
上
げ
ま

す
。　

顧
り
み
る
に
一
九
六
一
年
は
、
世

界
的
に
も
国
家
的
に
も
幾
多
の
記
録

的
な
こ
と
が
ら
が
勃
発
い
た
し
、
世

の
中
の
様
相
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
遷

り
変
っ
て
ゆ
く
姿
を
ま
の
あ
た
り
に

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
年
の
よ
う
で
し

た
。
そ
の
中
に
は
全
く
進
歩
的
、
且

つ
発
展
的
な
も
の
、
ま
た
は
実
に
寒

膚
を
感
じ
さ
せ
る
不
祥
事
、
さ
ら
に

冷
戦
を
想
わ
せ
る
危
機
感
等
女
で
あ

り
ま
し
た
が
、
新
年
こ
そ
は
出
来
る

だ
け
不
祥
事
等
の
な
い
慶
事
の
多
い

和
平
的
な
そ
し
て
進
歩
的
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椰

憾

一
が
処
理
に
つ
い
て
は
あ
た
か
も
寅
歳

一
に
因
ん
で
も
う
進
す
る
覚
幅
で
あ
り

｝
ま
す
．

一
　
年
頭
に
あ
た
り
、
一
新
機
軸
当
村

一
の
発
展
の
た
め
に
一
段
と
拍
車
を
か

一
け
た
い
所
存
で
御
座
居
ま
す
の
で
何

㎜
卒
村
民
の
皆
さ
ん
よ
り
一
麟
の
御
協

一
力
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
尚
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗一田沢中校舎四教室増築完成一

位
に
は
あ
く
ま
で
も
健
康
で
明
る
い
い
た
し
ま
し
て
私
の
年
頭
の
辞
と
い

社
会
生
活
の
出
来
得
ま
す
よ
う
祈
念
た
し
ま
す
。

年
頭
所
感

　
　
　
　
今
年
こ
そ
躍
進
の
年

　
　
　
　
　
　
　
村
議
会
嚢
齋
喜
政
治

明
け
ま
し
て
翁
め
で
と
う
ご
ざ
い
の
で
す
。

ま
す
。
皆
様
お
元
気
で
御
年
越
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
上
げ
ま
す
。

幾
才
に
な
っ
て
も
お
屠
蘇
気
分
の
正

月
は
良
い
も
の
で
御
座
居
ま
す
。
私

も
多
少
彼
地
方
、
此
地
方
の
お
正
月

も
体
験
い
た
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
や
は
り
生
ま
れ
放
郷
の
雪

国
の
詫
正
月
が
い
ち
ば
ん
実
感
が
湧

く
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
申
上
げ

る
と
県
外
に
御
活
躍
の
皆
横
方
に
は

な
に
か
と
思
い
わ
こ
す
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
存
じ
ま
す
。
然
し
人
間
は
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
或
い
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
於
い
て
い
つ
ま

で
も
故
郷
の
名
残
り
に
の
み
愛
着
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
男
児
立
志
出
郷
関

　
　
　
学
若
不
成
死
不
還

　
　
　
埋
骨
壼
期
墳
墓
地

　
　
　
人
間
到
処
有
青
山

と
僧
の
月
性
の
古
詩
の
如
く
大
い
に

天
下
に
雄
飛
し
て
人
生
に
希
望
を
持

ち
世
界
万
民
相
和
し
相
携
え
て
平
和

な
明
る
い
社
会
を
造
甑
明
日
へ
の
希

望
に
燃
え
な
が
ら
共
存
共
栄
の
実
を

掲
げ
老
も
若
き
も
互
譲
の
徳
を
積
み

な
が
ら
楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
も

　
さ
て
中
里
村
も
合
併
発
足
以
来
、

日
尚
浅
い
浅
い
と
申
し
て
お
り
ま
す

う
ち
に
七
回
目
の
お
正
月
を
迎
え
た

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
田
沢
と
倉
俣
’

そ
し
て
貝
野
南
部
の
方
六
と
旧
来
多

少
異
っ
た
条
件
下
に
あ
り
な
が
ら
も

良
く
協
力
一
致
新
興
中
里
村
発
展
の

た
め
共
女
努
力
を
続
け
て
ま
い
っ
た

次
第
で
す
。
お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て

年
々
計
画
さ
れ
た
設
備
事
業
や
、
内

部
的
機
構
の
整
備
も
着
女
其
の
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
事
は
御
同
慶
に

堪
え
ま
せ
ん
。
過
ぐ
る
昭
和
三
十
六

年
度
は
近
来
稀
な
大
雪
に
悩
ま
さ
れ

更
に
九
月
の
第
二
室
戸
台
風
を
始
め

数
次
に
亘
る
集
中
豪
雨
の
た
め
各
所

を
お
そ
っ
た
大
洪
水
は
随
所
に
惨

僻
た
る
被
害
の
跡
を
残
す
な
ど
全

く
相
次
ぐ
自
然
の
脅
威
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
が
、
我
が
中
里
村
で
は
一
部

家
屋
の
羅
災
者
を
除
い
て
は
比
較
的

被
害
も
僅
少
に
と
ど
ま
り
、
一
般
農

作
物
も
ま
す
ま
す
の
成
績
を
お
さ
め

得
ま
し
た
事
は
喜
び
の
至
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
愈
女
昭
和
三
十
七
年
度
は
我
が
中

里
村
が
一
大
躍
進
を
い
た
さ
ね
ぱ
な

ら
ん
重
要
な
年
だ
と
思
い
ま
す
。
即

ち
町
村
合
併
も
全
く
終
末
に
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
待
望
の
十
二
線

も
漸
く
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
内
部
的
に
も
産
薬
教
育

部
門
を
始
め
各
般
に
百
ぢ
て
幾
多
の

大
き
い
事
業
が
計
画
さ
れ
て
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
等
の
計
画
実
旋
に
当
り

ま
し
て
は
村
当
局
の
絶
大
な
る
御
協

力
は
勿
論
、
全
村
民
一
致
の
御
協
力

が
な
け
れ
ば
容
易
に
実
現
出
来
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
過
去
に
於

け
る
未
解
決
の
問
題
点
に
進
ん
で
発

○

角，o
ρq」

展
的
の
諸
事
業
遂
行
の
た
め
、
我
女

一
万
の
中
里
村
民
は
小
を
捨
て
一
致

団
結
和
衷
協
力
の
実
を
揚
げ
、
以
っ

て
初
期
の
目
的
達
成
の
た
め
大
い
に

努
力
を
い
た
さ
ね
ぱ
な
ら
ん
こ
と
を

今
更
な
が
ら
痛
切
に
感
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
卒
全
村
民
各
位
が
益
六
御
健
勝

に
し
て
明
る
い
村
を
造
り
あ
げ
、
よ

り
御
多
幸
な
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
上
げ
私
の
所
感
と
併
せ
て
年

頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議副議
　議中
員長長里

村
議
会

　
　
斎
喜
　
政
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上
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賢
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正
義

　
　
　
　
　
　
賢
利

　
　
　
　
　
　
宇
一

　
　
　
　
　
　
武
男

　
　
　
　
　
宗
一
郎

　
　
　
　
　
　
重
義

　
　
　
　
　
塞
五
郎

　
　
　
　
　
　
璽
行

　
　
　
　
　
　
正
平

　
　
　
　
　
　
政
平

　
　
　
　
　
与
、
五
郎

　
　
　
　
　
士
口
之
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武
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良
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（
議
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潤
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年
頭

　
　
　
教
育
委
員
長

霧
　
昭
和
三
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
方
り
謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申

上
げ
ま
▽
。

　
さ
て
、
不
肖
私
も
新
教
育
委
員
会

法
の
許
に
満
四
刀
年
聞
教
育
委
員
長

と
し
て
御
奉
公
し
て
参
り
ま
し
た
。

御
承
知
の
通
り
昭
和
三
十
一
年
六
月

二
日
世
紀
の
新
教
育
委
員
会
法
が
可

決
さ
れ
～
同
年
十
月
一
日
か
ら
こ
の

新
法
に
よ
っ
て
教
育
行
政
が
行
な
わ

れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
発
足

に
方
り
色
友
懸
念
さ
れ
た
点
も
遂
次

理
解
運
営
さ
れ
、
現
在
で
は
漸
く
軌

道
に
乗
り
特
に
重
大
問
題
と
し
て
注

目
さ
れ
た
勤
務
評
定
や
、
学
力
テ
ス

ト
も
我
が
中
里
村
に
於
て
は
平
静
の

内
に
し
か
も
頻
る
円
滑
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
す
教

職
員
各
位
の
良
識
と
村
民
各
位
の
御

支
援
の
賜
と
感
謝
に
堪
え
す
全
く
感

概
無
最
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
従
来

以
上
の
御
協
力
と
御
鞭
扱
を
お
．
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
村
当
局
並
び
に
村
議
会
に
於

か
れ
て
も
教
育
面
に
は
最
も
重
点
を

指
向
さ
れ
、
教
育
、
優
先
主
義
の
方
針 　

を
着
女
と
実
行
に
移
さ
れ
、
私
が
委

　
員
長
に
就
任
以
来
既
に
貝
野
小
学
校

　
の
屋
体
、
倉
俣
中
学
校
の
屋
体
、
田

　
沢
中
学
校
の
寄
宿
舎
、
並
び
に
普
通

　
教
室
四
教
室
の
建
築
、
清
津
峡
小
学

　
校
の
誕
生
、
田
沢
中
学
校
の
統
合
、

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
等
重
要
施
策
を

　
着
着
と
計
画
実
施
さ
れ
た
熱
意
と
先

・
見
の
明
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と

　
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

　
す
。
本
年
度
に
於
い
て
も
重
大
課
題

一
　
と
し
て
田
沢
中
学
校
屋
体
及
び
倉
俣

　
中
学
校
寄
宿
舎
の
建
築
、
田
沢
中
学

　
校
寄
宿
舎
の
増
築
等
が
立
案
さ
れ
る

　
現
状
に
あ
り
ま
す
。
勿
論
こ
れ
等
は

　
何
れ
も
教
育
の
機
会
均
等
と
学
力
体

　
位
の
向
上
に
資
す
る
必
．
妾
欠
く
べ
か

　
ら
ざ
る
施
策
で
あ
り
ま
す
の
で
村
当

一
局
並
び
に
全
村
民
各
位
の
燃
ゆ
る
が

　
如
き
熱
意
に
に
よ
り
こ
れ
が
実
現
を

　
念
願
し
御
期
待
申
上
ぐ
る
と
こ
ろ
で

　
あ
り
ま
す
。
組
合
立
中
学
校
に
つ
き

　
ま
し
て
は
、
町
村
合
併
が
未
解
決
で

　
あ
り
ま
す
為
そ
の
運
営
も
頗
る
不
規

　
則
で
遺
憾
に
堪
え
ま
せ
ん
が
、
水
沢

　
村
の
良
識
と
両
村
の
和
合
を
期
待
し

　
正
常
な
る
運
営
の
出
来
る
日
を
待
ち

　
｝
わ
び
る
と
共
に
貝
野
地
．
区
の
村
民
各

　
｝
位
と
貝
野
小
中
学
の
教
職
員
各
位
に

　
｝
対
し
て
A
ユ
暫
ら
く
の
御
半
抱
を
葡
願

　
へ
い
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
　
尚
、
教
育
委
員
会
は
皆
横
御
承
知

所
戚

藤
田
　
五
郎

の
通
り
議
決
機
関
で
あ
り
且
執
行
機

関
で
も
あ
る
特
殊
性
の
機
関
で
あ
り

ま
す
の
で
そ
の
行
政
運
営
も
誠
に
複

雑
多
岐
で
あ
り
ま
す
。
特
に
青
少
年

教
育
、
婦
入
教
育
及
び
公
民
舘
の
事

業
そ
の
他
社
会
教
育
に
関
す
る
問
題

に
つ
き
ま
し
て
も
広
く
村
民
各
層
の
一

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
せ
ね
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
社
会
教
育

の
目
的
は
高
遠
な
理
想
に
一
歩
一
歩

近
づ
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
り
と
て
こ
の

こ
と
を
余
り
む
づ
か
し
く
考
え
す
や

㎜
さ
し
く
考
え
れ
ぱ
こ
れ
等
の
事
業
も

存
続
し
て
遂
次
実
績
が
上
が
る
の
で

一
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

古
池
に
蛙
が
飛
び
込
む
水
の
音
は

芸
術
で
あ
る
し
、
林
檎
の
実
が
木
か

ら
落
ち
る
の
は
科
学
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
見
え
な
い
の
は
見
る
目
が
な

い
か
ら
だ
と
お
も
い
ま
す
。
高
遠
な

理
想
も
計
画
も
手
近
に
求
め
よ
う
と

す
れ
ぱ
必
す
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
類

の
繁
栄
、
平
和
な
世
界
、
美
し
い
社

会
国
家
の
建
設
も
我
六
の
一
人
一
人

の
心
の
持
ち
方
一
つ
に
あ
る
と
思
い

蚕
盤
麓
舅
霧

一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
以
上
年
頭
に

方
り
脚
か
所
懐
の
一
端
を
申
述
べ
皆

様
の
幸
福
と
御
繁
栄
を
お
祈
り
申
上

げ
ま
す
。

新
年

　
　
　
　
公
民
舘
長
民
生
総
務

新
し
き
年
、
昭
和
三
十
七
年
は
三

一
十
六
年
の
延
長
で
は
あ
り
ま
す
が
来

一
る
年
も
来
る
年
も
同
じ
こ
と
を
繰
返

一
す
年
で
は
な
い
。
変
ら
な
い
松
の
緑

一
に
新
し
く
飛
躍
す
る
希
望
の
光
が
付

一
き
加
え
て
こ
そ
、
ぽ
ん
と
う
に
御
芽

…
出
度
い
年
と
云
い
得
る
の
で
あ
り
ま

㎜
す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
各
位
皆
様
の
上

｝
に
率
福
の
来
り
ま
す
様
に
御
祈
り
申

一
上
け
ま
す
。

　
昨
年
は
貧
、
乏
［
掃
と
社
会
福
祈
の

均
彫
沽
を
目
標
に
民
生
委
員
十
八
名

一
と
職
員
四
名
と
が
懸
命
の
努
力
を
続

け
て
い
る
に
関
わ
ら
す
所
得
倍
増
は

大
島
　
孝
平

　
益
々
貧
富
の
差
を
高
め
つ
つ
舷
に
昭

　
和
三
十
七
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
る

　
に
当
り
、
さ
ら
に
そ
の
達
成
に
一
層

　
の
決
意
と
覚
悟
を
持
た
ざ
る
を
得
な

　
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
り
な
が
ら
、

　
三
十
六
年
暮
に
行
な
わ
れ
た
中
里
村

　
首
長
選
挙
は
社
会
教
育
的
に
一
大
飛

　
躍
で
あ
っ
た
。
当
事
者
は
勿
論
、
第

　
三
者
は
後
に
残
さ
れ
た
し
こ
り
を
恐

　
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
る
に
も

　
か
か
わ
ら
す
、
恰
か
も
鵬
風
一
過
険

　
淡
と
し
て
昨
日
の
敵
は
今
日
の
味
方

　
然
と
し
て
お
互
い
に
そ
の
立
場
を
尊

　
重
し
合
う
こ
と
は
、
政
治
的
訓
練
の

随
想

結
果
と
は
云
い
、
大
中
里
村
民
の
襟

度
を
示
す
も
の
と
し
て
御
同
慶
に
堪

え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
先
頃
、
西
ド
イ
ッ
滞
在
三
ヵ

月
の
視
察
を
終
て
帰
っ
て
来
ら
れ
た

新
生
活
運
動
協
会
の
安
積
先
生
は
、

　
「
私
は
西
独
ド
イ
ッ
滞
在
三
ヵ
月

の
各
地
各
所
で
の
生
活
を
通
じ
て
、

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
の
柔
ら
か
さ
を
感
じ
た
こ
と

を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
”
あ
り

が
と
う
”
厚
ど
う
ぞ
”
“
ご
め
ん
く

だ
さ
い
”
こ
の
三
つ
の
言
葉
が
ド
イ

ツ
人
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
朝
起
き

て
夜
眠
る
ま
で
な
ん
と
お
び
た
だ
し

一
い
回
数
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る

一か
に
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
い

っ
て
居
ら
れ
た
。
な
お
先
生
は
言
葉

葱
づ
け
て
、
先
月
帰
国
し
て
在
独

一
十
二
年
の
経
験
を
持
つ
一
人
の
先
輩

憂
蓼
に
会
っ
た
ら
・
「
寡

｝
は
十
二
年
の
滞
独
中
に
ド
イ
ツ
人
が

一な
ぐ
り
あ
い
を
し
て
い
る
場
面
を
一

度
も
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
語
っ

一
た
。
戦
争
に
依
て
母
国
を
二
分
割
さ

れ
悲
惨
の
限
り
を
尽
し
た
ド
イ
ツ
国

民
に
、
こ
の
柔
か
さ
と
ご
の
礼
儀
の

あ
る
こ
と
を
視
て
、
日
本
人
の
わ
れ

わ
れ
も
三
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
語
ら
れ
た
こ
と
を
新
生
活
通
信
よ

．
り
見
て
感
久
う
し
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　
以
上
新
春
に
あ
た
り
雑
感
を
申
し

あ
げ
本
年
も
各
位
の
御
協
力
を
御
願

い
申
し
上
げ
る
次
弟
で
あ
り
ま
す
。

　　副会
　　会農
　　長長業
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外
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員
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農
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長
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田
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国
一

外
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事
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高
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熊
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羽
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謹
　
匿
四

学
校
長
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遺
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衛
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自
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会
長

中
里
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商
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会
長
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里
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木
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一

佐
藤
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木
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浄
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平
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作
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梗
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事
長

珠
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良
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事
長

倉
俣
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部
土
地
改
良
区
理
事
長

堀
之
内
下
島
土
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改
良
区
理
事
長

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
フ
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ゾ
に
ぜ
ゆ

苗
木
組
合
長

連
合
青
年
会
長

連
合
婦
人
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長

P
T
A
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合
会
長

地
区
婦
人
会
長
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校
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学
校
P
T
A
会
長
一
同

縁
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こ
れ
が
ま
あ
つ
い
の
栖
か
雪
五
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
茶

　
雪
に
降
り
こ
め
ら
れ
て
嘆
声
を
も

ら
し
て
お
っ
た
だ
け
で
は
生
活
は
よ

く
な
ら
な
い
。
「
雨
に
も
負
け
す
」

と
い
う
宮
沢
賢
治
の
詩
が
あ
る
が
、

雪
に
も
負
け
す
、
冬
の
寒
さ
に
も
負

け
な
い
で
、
新
し
い
農
業
を
築
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
新
し
い
農
業
っ
て
、
ど
ん
な
も
の

か
、
未
婚
の
青
年
に
と
っ
て
は
素
晴

し
い
嫁
の
来
手
が
あ
っ
て
選
択
に
一

苦
労
す
る
。
そ
ん
な
農
業
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
農
業
は
き
っ

と
こ
れ
ま
た
素
晴
し
い
で
あ
ろ
う
。

素
晴
し
い
嫁
が
行
き
た
く
て
し
よ
う

が
な
い
農
業
や
、
農
村
青
年
と
は
ど

う
ゆ
う
も
の
か
。
先
づ
一
番
重
要
な

こ
と
は
相
手
の
青
年
だ
。
美
貌
で
、

健
康
で
、
教
養
が
高
く
て
、
金
が
あ

っ
て
…
…
そ
し
て
農
業
近
代
化
の
た

め
に
茨
の
道
を
勇
敢
に
切
開
い
て
い

く
信
念
と
実
行
力
の
あ
る
青
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
農
業
は
ど
う
ゆ
う
も
の
を
望
ん
で

い
る
か
、
先
づ
う
ん
と
儲
か
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
く
そ
な

夢
を
現

実
に

ん
ぎ
を
こ
か
な
い
こ
と
。
昔
の
よ
う

に
朝
に
星
を
い
た
だ
い
て
出
て
夕
べ

に
月
を
あ
お
い
で
帰
る
、
そ
し
て
粗

衣
、
組
食
、
勤
倹
節
約
な
ん
て
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
鼻
も
ひ
っ
か
け
な
い

で
あ
ろ
う
。
農
作
藁
は
す
べ
て
機
械

化
、
家
庭
は
電
化
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

て
む
は
勿
論
、
人
間
関
係
は
す
べ
し

対
等
、
あ
と
は
推
し
て
知
る
べ
し
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
あ
結
局

他
の
職
業
や
、
都
会
の
人
達
が
羨
む

よ
う
な
農
業
で
あ
れ
ぱ
い
い
ん
だ
。

　
と
、
私
は
思
う
。
世
の
若
き
女
性

達
よ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ

て
と
、
そ
う
ゆ
う
こ
と
に
な
る
と
、

マ
派
な
女
讐
麟
し
蘇
壼
、
西

一
う
ま
で
も
な
い
ん
だ
か
ら
、
望
ま
れ

一る
よ
う
な
農
業
を
打
立
る
こ
と
だ
、

今
年
こ
そ
は
皆
ん
な
で
力
を
合
せ
て

夢
を
現
実
に
引
戻
し
ま
し
よ
う
。
そ

の
斗
い
に
生
甲
斐
を
感
す
る
者
、
こ

れ
こ
そ
新
時
代
の
花
婿
第
一
号
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
（
目
黒
）

ノ、

ツ
ラ
ツ
と
活
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ン

　
お
互
い
が
住
ん
で
い
る
、
こ
の
世

界
は
、
ど
う
や
ら
空
間
と
時
間
か
ネ

今
使
れ
て
る
物
理
か
ら
云
っ
て
も
、

中
汝
問
題
だ
ネ
…
…
つ
ま
り
空
間
と
．

云
え
ば
芝
居
の
舞
台
の
よ
う
な
も
の

i
…
空
間
の
中
に
あ
る
種
女
様
た
な

も
の
が
動
い
た
り
或
は
形
も
変
る
。

こ
れ
に
は
、
時
間
と
い
う
何
か
或
も

の
が
流
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
従
っ
て

芝
居
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
口
に

云
え
ぱ
僕
達
の
住
ん
で
い
る
世
界
も

空
間
と
時
間
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い

て
、
こ
の
中
に
種
女
の
配
烈
が
あ
り

又
様
女
な
変
化
が
起
り
こ
の
年
も
進

む
か
な
…
…
こ
れ
か
ら
冬
眠
だ
っ
て

ス

嬉
舅
騨
璽
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
我
ら
は
成
功
よ
り
か
え
っ
て
　
　
㎝

　
　
失
敗
に
多
く
の
知
恵
を
学
ぶ
　
㎝

誰
ダ
ネ
仰
書
る
方
は
：
…
・
と
ん
で
も

な
い
。
ジ
ッ
ク
リ
計
画
を
立
て
る
企

劃
の
季
節
に
入
っ
た
と
思
う
の
に
、

今
迄
の
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
し
て

み
た
い
ネ
。
正
月
は
シ
ョ
パ
ナ
の
着

想
や
ア
イ
デ
ア
は
、
で
き
る
た
け
、

で
か
い
ほ
う
が
、
面
白
い
考
え
も
出

る
ん
じ
ゃ
な
い
、
乙
れ
を
コ
タ
ツ
の

中
で
、
早
春
ま
で
に
、
抜
い
た
り
、

．
差
し
た
り
し
て
経
営
計
画
の
総
仕
上

げ
を
し
た
い
ネ
…
…
。
三
十
七
年
の

中
に
ア
イ
デ
ア
の
泉
も
チ
ャ
ン
ス
の

獲
物
も
成
功
の
鍵
も
、
す
べ
て
が
、

か
く
さ
れ
て
る
よ
う
で
胸
が
、
ワ
ク

ワ
ク
す
る
ネ
／
農
業
も
（
商
い
）
飽

一
度
も
　
誤
り
を
お
か
さ
な
い

人
は
　
一
度
も
行
動
を

　
お
こ
さ
な
い
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
リ
ン
カ
ー
ン
）

　
　
近
代
化
へ

　
昨
年
は
農
家
に
と
っ
て
豪
雪
、
集

中
豪
雨
、
台
風
と
相
次
ぐ
災
害
に
悩

ま
さ
れ
、
全
く
不
運
の
連
続
だ
っ

た
。
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ

の
一
年
を
振
り
か
え
る
と
共
に
、
新

し
き
年
へ
の
希
望
を
も
ち
た
い
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
気
に
な
る
の
は

近
頃
の
農
業
の
う
ご
き
で
あ
る
。
そ

の
変
り
目
の
激
し
さ
は
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
と
い
わ
れ
る
。
農
村
青
少
年

の
他
産
業
へ
の
流
出
に
よ
る
人
手
不

足
、
大
資
本
家
の
農
業
へ
の
進
出
農

業
団
体
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
す
る
問
．
題

の
河
野
構
想
、
さ
て
は
農
業
基
本
法

成
立
に
と
も
な
う
農
業
構
造
改
善
政

策
等
。
こ
れ
ら
農
家
を
ゆ
さ
ふ
る
テ

ン
ボ
が
余
り
に
も
急
速
す
ぎ
る
。

　
ご
う
し
た
曲
り
角
に
立
っ
て
、
い

っ
た
い
我
女
は
ど
う
曲
っ
て
、
農
業

経
営
と
、
ど
う
と
り
く
ん
だ
ら
よ
い

一
か
。
別
に
こ
れ
と
い
っ
嚢
が
あ

・
る
訳
が
な
い
。
農
業
発
展
を
は
y
む

多
数
の
壁
の
一
つ
一
つ
を
皆
ん
な
の

力
で
押
し
の
け
て
行
く
以
外
に
道
は

な
い
。

　
こ
の
一
年
、
村
を
ま
わ
っ
て
農
家

が
い
っ
も
口
に
出
す
こ
と
は
、
「
こ

れ
か
ら
い
っ
た
い
何
を
つ
く
っ
た
ら

儲
か
る
か
」
で
あ
る
。
正
直
の
と
こ

の
訴
え

ろ
自
信
を
も
っ
て
答
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
農
家
は
訴
え
る
。
「
農
業
構

造
の
改
善
、
経
営
の
近
代
化
は
望
ま

し
い
が
資
金
が
な
い
」
と
、
悩
み
は

深
刻
だ
。
ま
た
農
産
物
．
価
格
の
不
安

定
に
も
近
代
化
を
は
y
む
大
き
な
壁

が
あ
る
よ
う
だ
。

　
今
年
こ
そ
一
致
団
結
し
て
農
産
物

を
有
利
に
販
売
で
き
る
体
制
に
し
た

い
。
こ
れ
が
、
農
業
経
営
を
近
代
化

さ
せ
る
一
つ
の
カ
ン
ド
コ
ロ
で
あ

る
。

謹
賀
新
年

　
　
　
中
魚
中
部
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
高
橋
幸

　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
古
　
沢
　
　
茂

　
　
　
中
魚
中
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所

　
　
　
　
　
　
（
広
野
）

、
ぐ
覧
【
罵
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、
〆
も
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も
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書技技技所
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広樋村目

野口山黒

八
重
沢

開
拓
営
農
指
導
員
中
魚
駐
在
所

　
　
技
師
　
稲
　
波

　
　
技
師
　
高
　
橋

樹作

亮
　
助

甲
子
三

虎
治
郎

正
　
幸

セ
ッ
子

知
　
夫

直
　
　
一

ね
む
れ
る

　
成
長
部
門
の
筆
頭
と
し
て
急
激
に

ふ
く
れ
上
っ
っ
た
も
の
が
最
近
の
畜

産
だ
が
、
こ
の
地
区
に
於
て
は
他
の

地
区
に
み
み
れ
る
よ
う
な
目
覚
ま
し

い
も
の
は
少
な
い
。
所
得
増
大
の
た

め
の
多
頭
飼
育
、
共
同
飼
育
な
ど
…

　
勿
論
、
無
計
画
に
オ
イ
ソ
レ
と
先

走
り
は
い
け
な
い
、
先
走
り
し
て
ツ

ブ
レ
去
っ
た
も
の
も
よ
く
あ
る
例

だ
。
し
か
し
手
放
し
で
ア
ン
カ
ン
と

し
て
み
て
い
る
だ
け
で
は
農
業
の
近

代
化
は
は
か
れ
な
い
、
今
ま
で
の
よ

畜
産

う
な
副
業
的
畜
産
で
な
く
、
経
営
内

全
所
得
の
四
〇
≧
五
〇
％
以

上
の
畜
産
所
得
を
め
ざ
し
て
進

ん
で
は
ど
う
か
、
勿
論
全
農
家
と
は

い
か
な
い
。
労
力
、
経
営
規
模
、
経

営
様
式
な
ど
考
え
合
せ
て
・
』
…
。

　
次
に
各
家
畜
毎
に
今
後
の
最
少
限

の
目
標
を
希
望
と
し
て
上
げ
て
み
た

一
、
O

寺
部
落
な
ど
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ

難
鷺
難

て
い
る
。
山
間
地
に
は
今
後
和
牛
な

ど
が
一
番
好
適
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

一
戸
当
り
現
在
の
畜
舎
で
年
間
、
肥

籍
、
一
雛
響
講

ロ

一る
よ
う
な
場
合
、
繁
殖
牛
二
頭
以
上

勿
論
畜
舎
を
設
置
、
改
善
に
よ
り
、

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一
こ
れ
以
上
の
飼
育
も
望
ま
し
い
が

一豚
今
後
繁
殖
豚
を
自
家
に
一
、
二

頭
飼
育
、
肉
豚
年
間
三
〇
～
五
〇
頭

籔は

論．

鰭
灘
都
目
標

一
以
上
今
年
の
最
少
限
の
目
標
で
、

　
こ
の
中
の
い
づ
れ
か
の
家
畜
を
選
ん

で
す
＼
め
る
こ
と
だ
。
近
代
化
へ
の

第
一
歩
と
し
て
…
…
。
　
（
樋
口
）


